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平
成
二
二
年
度
地
域
支
部

定
期
総
会
開
催

平
成
二
二
年
五
月
三
〇
日
（
日
）

西
東
一
旦
巾
地
域
支
部
長

S
三
一
年
・
軽
骨
卒

有
　
賀

茂

平
成
二
二
年
度
定
期
総
会
が

五
月
三
〇
日
田
無
庁
舎
に
て
開

催
さ
れ
、
来
賓
四
名
を
含
め
三

五
名
が
出
席
。
江
原
副
支
部
長

の
司
会
に
よ
り
丸
岡
副
支
部
長

の
開
会
挨
拶
、
有
賀
支
部
長
の

挨
拶
、
そ
の
後
支
部
長
を
議
長

に
選
出
し
議
事
に
う
つ
り
ま
し

た
。鶴

田
幹
事
長
、
丸
岡
会
計
幹

事
よ
り
「
平
成
二
一
年
度
会
務

及
び
行
事
粗
告
、
決
算
報
告
及

び
、
会
務
監
査
報
告
」
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
引
続
き
垂
水
副
幹

事
長
、
吉
田
会
計
幹
事
よ
り
「
平

成
二
二
年
度
事
業
計
画
案
、
予

算
東
」
が
提
表
さ
れ
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

江
原
副
支
部
長
よ
り
本
日
出

席
の
来
賓
の
紹
介
の
後
、
来
賓

の
祝
詞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
中
澤
幹
事
よ
り
閉
会
の

挨
拶
が
あ
り
定
期
総
会
は
終
了

い
た
し
ま
し
た
。

次
に
郷
土
史
研
究
家
　
下
田

五
郎
氏
に
よ
る
「
西
東
京
の
歴

史
に
つ
い
て
」
の
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
今
回
は
ミ
ニ
コ
ミ
紙

に
会
月
以
外
の
方
の
参
加
を
呼

び
か
け
た
と
こ
ろ
、
数
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
時
間
の
関
係

で
足
り
な
か
（
た
と
こ
ろ
は
来

年
ま
た
続
け
て
い
く
予
定
で
す
。

そ
の
後
会
場
を
移
し
、
懇
親

会
を
ス
タ
ー
ト
。
丸
岡
副
支
部

長
の
進
行
に
よ
り
有
賀
支
部
長

の
挨
拶
、
中
井
副
支
部
長
の
乾

杯
に
続
き
会
食
。
カ
ラ
オ
ケ
も

入
り
、
賑
や
か
な
交
流
の
場
と

な
り
ま
し
た
。

恒
例
の
武
藤
幹
壷
に
よ
る
全

月
肩
を
組
ん
で
の
牧
歌
熱
唱
、

水
井
幹
事
の
閉
会
の
挨
拶
で
お

開
き
。
楽
し
く
有
意
義
な
ひ
と

時
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。．、i

撃砕音膿野
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知
っ
て
ま
し
た
か
？

西
東
京
の
歴
史
に
つ
い
て

講
師
　
郷
土
史
研
究
家

下
　
田
　
五
　
郎
氏

西
東
京
は
古
代
、
倭
国
の
時

代
す
で
に
人
は
住
ん
で
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
九
〇
〇
年
位
続
き
、

中
世
の
鎌
倉
、
室
町
時
代
に
田

無
が
出
来
ま
し
た
が
、
関
東
ロ

ー
ム
層
の
武
蔵
野
台
地
、
す
な

わ
ち
乏
水
性
台
地
で
未
開
の
地

で
し
た
。
多
摩
川
の
よ
う
な
河

川
の
そ
ば
で
な
い
と
文
明
は
生

ま
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
近
世
に
な
っ
て
築
城

に
必
要
な
石
灰
を
運
ぶ
た
め
の

青
梅
街
道
が
出
来
、
田
無
は
宿

場
町
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

そ
の
頃
は
中
心
に
田
無
村
が

あ
り
、
西
側
に
田
無
新
田
、
そ

の
西
北
に
下
保
谷
新
田
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
こ
に
人
は
住
ん
で

い
ま
せ
ん
。
田
無
村
の
東
に
上

保
谷
材
そ
の
東
に
下
保
谷
村
、

田
無
村
の
南
に
上
保
谷
新
田
村

が
あ
り
、
村
役
人
が
居
て
行
政

組
織
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

字
に
つ
い
て
云
え
ば
中
心
が

「
相
」
、
北
が
「
谷
戸
」
、
西
は
「
芝

久
保
」
、
東
か
「
柳
沢
」
、
南
は
「
向

台
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
名

と
漢
字
は
関
係
な
く
「
ほ
う
や
」

は
「
亀
屋
」
な
ど
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
北
条
氏
の
領

地
で
大
田
族
の
支
配
下
に
あ
っ

た
頃
で
す
。

西
東
京
は
乏
水
性
台
地
で
未

開
の
地
と
云
い
ま
し
た
が
、
大

き
な
川
の
水
源
地
が
あ
る
事
を

知
っ
て
ま
し
た
か
？
「
白
子
川
」

の
水
源
は
如
意
輪
寺
附
近
で
あ

り
、
下
保
谷
村
で
大
泉
堀
と
な

り
、
白
子
川
と
な
っ
て
い
た
の

で
す
。

定
時
代
鶉
員
総
会
開
催

七
月
二
五
日
、
本
学
リ
バ
テ

ィ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
定
時
総
会

が
開
催
さ
れ
四
七
〇
名
が
出
席

し
た
。

総
会
は
、
向
殿
校
友
会
長
の

あ
い
さ
つ
、
長
堀
理
事
長
、
納

谷
学
長
の
祝
辞
か
あ
り
議
事
に

入
る
。議

事
は
、
二
〇
〇
九
年
度
会

務
報
告
、
役
員
の
任
期
制
に
つ

い
て
の
検
討
に
続
い
て
、
二
〇

〇
九
年
度
決
算
、
二
〇
一
〇
年

度
手
套
計
画
案
、
伺
予
算
案
他

四
件
に
つ
い
て
審
議
決
定
し
た
。

議
事
終
了
後
、
親
子
孫
三
代

卒
業
者
表
彰
に
続
き
、
九
月
五

日
開
催
さ
れ
る
全
国
枚
友
山
形

大
会
お
よ
び
来
年
開
催
の
東
京

大
会
を
ア
ピ
ー
ル
し
閉
会
し
た
。

全
国
支
部
長
・
地
域
支
部
長

本
部
員
懇
散
会
開
催

七
月
二
四
日
、
本
学
ア
カ
デ

ミ
ー
コ
モ
ン
に
お
い
て
l
二
一
〇

余
名
が
出
席
し
開
催
さ
れ
た
。

懇
談
会
は
、
向
殿
校
友
会
長
、

長
堀
理
壷
屋
、
納
谷
学
長
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
、
長
堀
理
事
長

か
ら
、
本
学
創
立
二
二
〇
周
年

記
念
室
童
と
し
て
、
黒
川
新
農

場
　
（
川
崎
市
）
　
を
二
〇
一
二
年

に
、
中
野
キ
ャ
ン
バ
ス
を
二
〇

二
二
年
、
明
治
大
学
ス
ポ
ー
ツ

バ
ー
タ
　
（
仮
橡
・
東
京
都
日
野

市
）
を
二
〇
一
四
年
に
そ
れ
ぞ

れ
整
備
す
る
な
ど
、
本
学
の
更

な
る
発
展
と
共
に
施
設
の
拡
充

を
進
め
る
計
画
等
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
閉
会
し
た
。

明
治
大
学
全
国
校
友
会

第
四
六
回山

形
大
会
開
触

「
紅
花
の
山
形
紫
紺
の
集
い
」

と
し
て
、
平
成
二
二
年
九
月
五

日
、
昔
村
美
栄
子
山
形
県
知
事
、

市
川
昭
男
山
形
県
市
長
、
長
山

本
宿
天
童
市
長
は
じ
め
多
数
の

来
賓
及
び
向
殿
校
友
会
長
、
長

堀
理
事
長
、
納
谷
学
長
等
大
学

役
員
の
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

式
典
の
あ
と
、
加
来
癖
三
氏

（
歴
史
家
、
作
家
）
の
講
演
、
「
今

こ
そ
、
明
治
大
学
創
立
者
、
宮

城
絡
蔵
先
生
に
学
ぶ
」
が
あ
り

ま
し
た
。
独
特
の
鋭
い
切
り
口

で
、
幕
末
か
ら
維
新
に
か
け
て

に
対
す
る
常
識
を
く
ず
す
誌
で

聞
き
手
を
魅
了
し
ま
し
た
。

懇
親
会
は
山
伏
に
よ
る
法
螺

貝
、
祝
舞
、
鏡
開
き
、
乾
杯
の

あ
と
、
山
形
舞
妓
、
花
笠
踊
り

を
観
賞
し
な
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

旧
交
を
暖
め
て
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。写

真
は
宮
城
浩
蔵
先
生
の
胸

像
山
形
県
出
身
の
明
治
大
学

創
立
者
の
↓
人
で
す
。
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第
四
回
ハ
イ
キ
ン
グ
の
梗
紐

S
三
一
年
工
学
節
卒

野
口
清
次

平
成
二
二
年
七
月
一
八
日
（
旦

気
象
庁
が
梅
雨
明
け
富
者
を
し

た
そ
の
日
、
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ

ム
主
催
の
地
元
か
ら
発
着
す
る

「
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
」
に
参
加

し
た
当
日
は
、
絶
好
の
行
楽
日

和
の
朝
を
迎
え
ま
し
た
。

田
無
駅
前
で
支
部
長
以
下
一

五
名
が
乗
り
込
み
浣
い
て
ひ
ば

り
が
丘
駅
前
で
三
名
が
合
流
し
、

併
せ
て
一
八
名
が
参
加
し
ま
し

た
。ひ

ば
り
が
丘
駅
前
を
七
時
三

〇
分
（
定
刻
）
　
に
目
的
地
の
谷

川
岳
、
玉
原
高
原
に
向
っ
て
走

り
出
し
ま
し
た
。

今
回
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
バ
ス

健
で
少
々
遠
隔
の
地
で
景
観
を

眺
め
な
が
ら
散
策
を
楽
し
む
日

帰
り
コ
ー
ス
を
目
途
に
役
員
会

に
計
り
、
本
件
を
採
用
し
た
次

第
で
す
。

座
席
数
四
〇
の
バ
ス
で
、
我

が
校
友
会
以
外
の
団
体
や
個
人

客
二
〇
名
を
併
せ
三
八
名
が
乗

り
合
せ
、
車
内
は
貸
切
り
バ
ス

の
場
合
と
遠
い
酒
を
飲
み
交
わ

す
事
も
自
粛
し
、
物
足
り
な
い

気
も
し
ま
し
た
が
・
…
‥

バ
ス
は
激
し
い
渋
滞
に
巻
き

込
ま
れ
る
こ
と
も
な
く
最
初
の

目
的
地
谷
川
岳
登
山
口
の
土
合

に
一
〇
時
四
〇
分
に
到
着
し
た
。

こ
の
地
点
か
ら
国
内
で
最
も

ク
ラ
イ
マ
ー
に
人
気
の
一
の
倉

沢
の
岩
壁
に
至
近
の
所
ま
で
散

策
の
計
画
が
あ
っ
た
の
で
す
か

時
間
的
制
約
（
往
復
二
時
間
）
が

あ
り
こ
の
度
は
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ

で
天
神
平
行
き
に
全
月
参
加
し

ま
し
た
。
僅
か
一
〇
分
で
天
神

平
（
標
高
二
二
〇
〇
聖
に
到
着
。

そ
し
て
天
神
山
（
標
高
一
五
〇
二

m
）
へ
と
足
を
延
ば
し
目
の
前
に
広

が
る
谷
川
岳
の
山
々
、
正
面
の

ト
マ
の
耳
（
薬
師
岳
、
標
高
一

九
六
三
m
）
、
そ
の
左
に
万
太
郎

山
　
二
九
五
四
m
）
一
の
倉
岳

は
ト
マ
の
耳
の
後
部
に
位
置
し
、

残
念
な
が
ら
見
え
ま
せ
ん
が
、

混
み
合
う
山
頂
で
弁
当
を
広
げ
、

し
ば
し
景
色
を
楽
し
み
、
一
二

時
四
五
分
発
の
バ
ス
に
間
に
合

う
べ
く
下
山
し
ま
し
た
。

次
の
目
的
地
の
玉
原
へ
は
渋

滞
に
会
い
三
〇
分
捏
遅
れ
て
一

四
時
二
〇
分
に
到
着
し
ま
し
た
。

数
万
本
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
は
少

し
早
過
ぎ
た
様
子
だ
っ
た
け
れ

ど
、
そ
の
他
の
花
々
が
咲
き
誇

り
、
観
光
に
多
く
の
人
々
が
訪

れ
て
い
ま
し
た
。
滞
在
一
時
間

半
一
五
時
四
五
分
に
帰
途
に
つ

き
ま
し
た
。
ご
参
加
頂
い
た
皆

さ
ん
の
ご
協
力
に
依
り
事
故
も

な
く
感
謝
致
し
ま
す
。

ぶ
ら
り
柴
又
へ

S
二
二
年
政
経
卒

有
賀
　
茂

今
年
の
G
W
に
学
生
時
代
お

世
話
に
な
っ
た
鷺
谷
の
下
宿
を

訪
ね
、
そ
の
帰
り
映
画
「
男
は

つ
ら
い
よ
」
の
舞
台
と
な
っ
た

柴
又
に
行
っ
て
き
た
。

京
成
柴
又
駅
を
降
り
る
と
駅

前
広
場
に
は
寅
さ
ん
の
銅
像
が

あ
り
、
こ
れ
を
背
景
に
写
真
を

投
る
人
が
い
る
。

こ
こ
か
ら
帝
釈
天
ま
で
の
参

道
の
両
側
に
は
団
子
、
草
餅
や

佃
煮
な
ど
の
店
が
肝
を
連
ね
人

通
り
も
多
い
。

主
演
の
渥
美
清
は
昭
和
三
年

東
京
上
野
で
生
ま
れ
た
。
大
不

況
の
時
代
で
あ
る
。

地
方
新
聞
の
記
者
だ
っ
た
父

が
失
集
し
、
母
が
仕
立
物
の
内

職
で
家
族
を
養
っ
た
。
少
年
時

代
の
渥
美
の
家
は
、
畳
の
弁
当

も
持
っ
て
行
け
な
い
観
賞
し
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
二
〇
代
の

時
、
結
核
で
倒
れ
死
と
向
き
合

っ
た
。渥

美
が
若
い
頃
歌
っ
た
「
泣

い
て
た
ま
る
か
」
　
に
、
上
を
向

い
た
ら
き
り
が
な
い
、
下
を
向

い
た
ら
ア
ト
が
な
い
、
さ
じ
を

投
げ
る
は
ま
だ
ま
だ
早
い
。
と

い
う
一
節
が
あ
る
。

こ
の
映
画
の
監
督
を
し
た
山

田
洋
次
き
ん
は
昭
和
六
年
満
州

で
生
ま
れ
、
父
は
満
鉄
で
技
師

を
し
て
い
た
。
山
田
が
東
大
法

学
部
に
入
学
し
た
年
、
両
親
が

離
婚
し
た
。
落
ち
こ
む
山
田
を

元
気
づ
け
よ
う
と
学
生
寮
の
仲

間
が
映
画
研
究
会
に
誘
っ
て
く

れ
た
。

卒
業
後
松
竹
に
入
社
。
昭
和

三
七
年
秩
友
人
の
作
家
を
訪
ね

た
。
ま
だ
駆
け
出
し
の
監
督
時

代
で
倍
賞
千
恵
子
の
「
下
町
の

太
陽
」
を
撮
る
こ
と
に
な
っ
た
。

作
家
と
の
打
合
わ
せ
の
あ
と
帝

釈
天
に
案
内
さ
れ
た
。

最
初
の
作
品
が
出
来
た
由
和

四
四
年
は
佐
藤
栄
作
が
首
相
で
、

ア
ポ
ロ
十
一
号
が
月
面
着
陸
に

成
功
。
安
田
講
堂
の
攻
防
戦
、

東
名
高
速
道
が
全
面
開
通
の
年

で
も
あ
る
。

第
一
作
の
公
開
日
、
山
田
監

督
は
7
テ
寝
し
て
い
た
。

「
失
敗
し
た
ら
会
社
を
辞
め
る
」

と
大
見
栄
を
切
っ
た
。
社
内
試

写
会
の
評
判
は
イ
マ
イ
チ
。
「
音

劇
を
作
る
は
ず
が
、
真
面
目
な

映
画
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
オ
レ

は
も
う
だ
め
だ
な
」
と
思
っ
た

そ
う
だ
。

そ
の
日
新
宿
の
映
画
館
に
い

た
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
か
ら
「
す

ぐ
来
い
」
と
自
宅
に
電
語
が
入

っ
た
。
駆
け
つ
け
る
と
昼
間
か

ら
お
客
さ
ん
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ

た
。か

く
て
平
成
九
年
ま
で
に
四

九
の
作
品
が
生
ま
れ
た
。

柴
又
は
渥
美
の
心
の
故
郷
で

あ
る
。

秋のリーグ戦がはじまりました
馨の東京六大学野馳土プロ野球出身の江藤藍管が率いる霊喪が11年ぶ
りに優鴨して暮せ閉じました。政が明治は、阿暮4遵鼻して勢いに乗

り、秋に続く蔓蒙優静かと思われ壬したが、その後4連敗、最後にラ

イバル法政に嘉島して6闊4臥　3位に終りました。3手ぶりに早稲

田を連破したものの、何と伏兵の立教に連敗したときは守儀の乱れが

激しく、ショックの為か続く貞慶との試合も1点差で惜敗が綬さ涙を

呑みました。今秋のリーグ職は早稲Hの斉集投手が刃膠誹奪三振を日

掛こ控え中心的存在となるものと思われますが、衣が明治も先の世界

大学靂手嶋で活■した荒木内野手（4年）、野村投手（3年）を嶋に春の

雪辱を果たしてくれるものと思います。

先ずは第3遇（9／25、26）の早明鴫が大きなヤマ場になり鋭く第5遇

（10／9、10）の明法鴫が靡負ところだと思います。勢いに乗れば第6遇

慶明電も雷概する事でしょう。昨秋に続く優鼻もユメではありません。

神宮球場は今春から一般であゥでも学生応艶削こ入れるようになりま

した（泊）円）。且損の無い球場で秋の大空を眺めながら、現役学生と

胃を組んで「薫紺の欺」を鷹の底から歌えばこれ以上の簾鷹法、ダイ

エット法はありません。是非、神宮の象へ足を運んでみてはいかがで
しょうか。

法大一早大
責大一慶大
法大一立大
貴大一明大
早大一明大
立大一義大
早大一貫大
義大一法大
貫大一立大
明大一法大
早大一立大
義大一明大
貫大一法大
立大一明大

霊大一貫大
早大一法大
明大一貫大
立大一法大
慶大一立大
明大一早大
法大一義大
貫大一早大
法大一明大
立大一貫大
明大一霊大
立大一早大
明大一立大
法大一貫大
早大一霊大
義大一早大

秋のリーグ戦日程
幕1遇　　9／11（土）

9／12（日）
幕2遇●　9／18（土）

9／19（日〉
第3見事　9／25（土）

9／雄（臼）
第4遇　10／2（土）

◆10／3（日）

第5遵　10／9（土）
10／10（日）

第6遇　10／16（土）
10／17（日）

第7遇　10／23（土）
10／24（日）

第8遇　10／30（土）
10／31（臼）

凛礪学校が先攻三塁欄　●印はプロ併用日

第四回　日帰りバスツアー
（群馬吹割の滝と川場温泉）へのお誘い

◆出発日：11月12日（仝）

◆対　義：会員＆象慮・会員の友人
◆定　員：㌘名（義小儀行人員別名）．定員鐘遇呼は禰欠になります。

◆鬱加費：会員＆震動（巾）円・友人9．（炸）円
（バス代・保験科・昼食・入浴科を含む）

◆申込錮『及び申込先：9月凶日（火）－10月3日（日）
集合場所と蓼加有名をお知らせください．
後日、▲嬢担当役員が義金に伺います。
担当：垂水（タルミ）　t蘇・FAXこ伽か以J遇22（11ニ00～17：（氾）

◆集合・出発：西霊京銀優局繍　7：35集合　7：50出尭
こもれびホール鴨　7：55集合　8：10出発

◆行　程：西貫貫市一所沢IC（舛▲遭）→沼田IC一枚儀の穐一
川場「墓諷里鷹」（経霊・入浴・休憩）一沼田I C（開鐘遍）→
所沢lC一百貴賓市18：45噴（予定）

○川嶋温泉の「慈轟里鷹（ゆとりあん）Jは、かや．広さの潜泉濃僧で．
テレビなどで紹介されています。

豪入浴用其々ご繹鯵ください。

∨

大

学

了

ク

こ
の
大
学
マ
ー
ク
は
明
治
大

学
の
　
「
M
」
を
モ
チ
ー
フ
と
し

て
、
二
一
世
紀
に
向
け
て
明
治

大
学
が
「
限
り
な
く
飛
翔
す
る
」

イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ

ン
に
よ
り
「
親
し
み
や
す
さ
」

を
出
し
、
そ
の
斬
新
な
切
り
口

は
、
「
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

を
伝
え
る
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て

い
ま
す
。

▲
連
日
猛
暑
続
き
の
今

年
の
夏
、
熱
中
症
で
体

調
を
崩
さ
れ
た
方
は
い

ま
せ
ん
か
。

一
方
、
全
国
各
地
で
ゲ

リ
ラ
豪
商
に
よ
る
被
害

の
増
大
等
々
、
地
球
の
温
暖
化

が
取
り
ぎ
た
さ
れ
る
環
横
の
変

化
。脈

々
と
歴
史
を
重
ね
つ
つ
、

新
し
い
文
化
創
造
を
展
開
す
る

わ
が
母
枚
明
治
。
先
日
カ
ミ
ン

グ
ア
ィ
の
案
内
状
が
届
く
。
草

葉
五
〇
年
。
当
時
を
懐
か
し
み
、

同
期
会
で
の
友
と
の
再
会
を
楽

し
み
に
。
こ
う
し
た
中
、
地
墟

支
部
会
報
第
六
号
先
行
を
手
掛

け
つ
つ
・
・
・
　
（
T
・
Ⅰ
記
）


